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1. はじめに

　2024/2025年冬季（昨冬）は，近年の極端気象の

傾向が顕著であり，日本海側を中心に大雪が発生し

た。青森県内では12月下旬の大雪，福島県及び新潟

県内では2月上旬の大雪により災害救助法が適用さ

れた。比較的雪の少ない北海道帯広市では，2月上

旬の記録的なドカ雪によって，道路除雪が追いつか

ず，市民生活や経済活動に多大な影響を及ぼした。

一方，地震と大雪の複合的な被害が懸念された能登

半島では，新潟県中越地震の時のような深刻な複合

災害には至らなかったものの，地震後の大雪に対す

る対応には課題が残された。本セッションでは，昨

冬の雪氷災害を振り返り，極端気象と複合災害の視

点から課題を整理・抽出し，積雪地域における災害

レジリエンス強化に向けて望まれる研究や対策につ

いて議論した。

　なお，本セッションは日本雪工学会除雪安全行動

研究委員会及び雪害調査委員会，雪氷学会災害対応

委員会の共同開催である。

2. 研究発表

　本セッションでは，6件の研究発表の申し込みが

あり，時間に余裕をもって活発な議論を交わすこと

ができた。

　1件目は，「近年の降積雪の変化と想定される複合

災害について－令和6年能登半島地震の対応を例に

－」と題して，中村一樹氏（雪氷防災研究センター）

より，近年の雪害発生の特徴として「集中豪雪」と

「湿った重い雪」が挙げられ，地震災害と雪氷災害

の複合災害の事例が紹介された。

　2件目は，「2025年2月北海道十勝地方大雪による

都市雪害－SNSによる情報発信内容の分析－」と題

して，堤拓哉氏（北海道教育大学）より，十勝地方

の大雪に関するSNSの投稿内容の分析結果が報告さ

れ，その有用性と懸念事項が示された。

　3件目は，「2024/2025年冬季の青森県津軽地方に

おける大雪災害調査－道路状況調査および広域積雪

調査－」と題して，荒川逸人氏（雪氷防災研究セン

ター）より，記録的な大雪となった津軽地方の雪害

について，防災科研と弘前大学が実施した道路状況

調査及び広域積雪調査の結果が報告された。 

　4件目は，「能登半島地震被災地における雪の影

響とその対応状況－能登半島地震雪氷対応検討委員

会の活動－」と題して，上石勲氏（代理：中村一樹

氏・雪氷防災研究センター）より，令和6年能登半

島地震の被災地における雪との複合災害のリスク検

討と情報提供等の対応状況，現地調査の結果が報告

された。

　5件目は，「機械学習を用いた新潟県長岡市の人身

雪害発生予測－その2ジニ不純度の調整による空振

り率の低減－」と題して，杉原幸信氏（長岡技術科

学大学）より，長岡市の人身雪害発生予測モデルの

精度向上の研究が行われ，空振り率5％以内という

成果が示された。

　6件目は，「極端豪雪に備える雪下ろし事業者等に

よる広域応援の仕組みづくり－豪雪交付金を活用し
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た新潟県の取組－」と題して，著者の私より，令和

5年から実施している除雪事業者による広域応援の

実証実験の結果を報告し，総論賛成，各論反対の悩

ましい現状を伝えた。

　1件につき15分（発表12分，質疑応答3分）で順

調に進行することができ，後半は約30分間，各研究

発表への追加の質疑応答や補足説明，総合討議を行

うことができた。

3. まとめ

　毎年，雪氷研究大会で「雪害（主に人的被害）」に

関するスペシャルセッションを開催している。雪氷

研究大会（2023・郡山）及び雪氷研究大会（2024・

長岡）に続き，今大会も多くの方に参加していただ

いた。前回の長岡大会は，2時間の枠に8件の発表

があり（当初は1時間半だったが、拡大していただ

いた），総合討論の時間が十分に確保できなかった

が，今回は最大3時間の枠に発表6件であり，スペ

シャルセッションという名のとおり，質の高い意見

交換を行うことができた。

　雪の降り方が変わってきている。全体的な傾向と

しては雪の総量は減少しているのかもしれないが，

「極端気象」というテーマのとおり，突発的に湿っ

た雪が一気に降り積もる。これに少子高齢化，過疎

化，担い手不足などの社会的情勢が重なり，雪害の

様相が大きく変わりつつあることを実感する。これ

からも，日本雪工学会除雪安全行動研究委員会及び

雪害調査委員会，雪氷学会災害対応委員会の共同開

催として，スペシャルセッションを継続していきた

い。
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